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平成２６年第２回宇治田原町議会定例会 

議 事 日 程（第３号） 

平成２６年６月２３日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

 日程第１  諸報告 

 日程第２  議案第８号撤回請求について 

 日程第３  宇治田原町農業委員会委員の推薦について 

 日程第４  議案第３４号 宇治田原町税条例等の一部を改正する条例を制定するに 

              ついて 

 日程第５  議案第３５号 宇治田原町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関 

              する条例の一部を改正する条例を制定するについて 

 日程第６  議案第３６号 指定管理者の指定について（宇治田原町奥山田ふれあい 

              交流館） 

 日程第７  議案第３２号 宇治田原町いじめ再調査委員会設置条例を制定するにつ 

              いて 

 日程第８  議案第３３号 宇治田原町教育委員会いじめ調査委員会設置条例を制定 

              するについて 

 日程第９  議案第３１号 平成２６年度宇治田原町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第10  閉会中の継続調査の申し出について 

 

１．出 席 議 員 

      議 長    １２番  田 中   修  議員 

      副議長     １番  垣 内 秋 弘  議員 

              ２番  上 林 昌 三  議員 

              ３番  青 山 美 義  議員 

              ４番  安 本   修  議員 

              ５番  今 西 久美子  議員 

              ６番  原 田 周 一  議員 

              ７番  谷 口 重 和  議員 

              ８番  山 内 実貴子  議員 
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              ９番  奥 村 房 雄  議員 

             １０番  内 田 文 夫  議員 

             １１番  稲 石 義 一  議員 

 

１．欠 席 議 員     なし 

 

１．地方自治法第１２１条の規定により会議事件の説明のため出席を求めるものは次のと

おりである。 

町 長 西 谷 信 夫 君 

副 町 長 田 中 雅 和 君 

教 育 長 西  出  維久雄  君 

理 事 兼 総 務 課 長 山 下 康 之 君 

理事兼企画・財政課財政課長  小 西 基 成 君 

理 事 兼 福 祉 課 長 大 江 輝 博 君 

理 事 兼 建 設 ・ 

環 境 課 建 設 課 長 
光 嶋  隆 君 

企画・財政課企画課長 奥 谷  明 君 

会 計 管 理 者 兼 

税 務 ・ 会 計 課 長 
馬 場  浩 君 

戸 籍 ・ 保 険 課 長 長谷川  みどり  君 

健 康 長 寿 課 長 黒 川  剛 君 

建設・環境課環境課長 青 山 公 紀 君 

産 業 振 興 課 長 木 原 浩 一 君 

上 下 水 道 課 長 野 田 泰 生 君 

教 育 次 長 谷 村 富 啓 君 

教 育 課 長 清 水  清 君 

 

１．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

事 務 局 長 久野村  観  光  君 

庶 務 係 長 岡 﨑 貴 子 君 

────────────────────────────────────────── 
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開  会   午前１０時００分 

○議長（田中 修） 皆さん、おはようございます。 

  それでは、ただいまの出席議員は１２名でございます。定足数に達しておりますので、

直ちに本日の会議を開きます。 

  ここで、暫時休憩をいたします。 

休憩   午前１０時０１分 

再開   午前１０時０８分 

○議長（田中 修） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎諸報告 

○議長（田中 修） 日程第１、諸報告を行います。 

  議長において受理いたしました要望書１件は、配付のとおりでございます。十分にご

高覧いただきますようお願いいたします。 

  これで、諸報告を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第８号撤回請求について 

○議長（田中 修） 日程第２、議案第８号撤回請求についてを議題といたします。 

  町長より、議案第８号撤回請求の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、提出議案の撤回につきまして、御説明を申し上げます。 

  平成２６年３月６日付で提出いたしました議案のうち、閉会中の継続審査となってお

ります議案第８号、宇治田原町まちづくり総合計画策定条例を制定するにつきましては、

議案の撤回をいたしたく、宇治田原町議会会議規則第２０条の規定により事件撤回請求

をさせていただくものでございます。 

  本議案につきましては、地方自治法による基本構想策定の根拠規定が削除されたこと

を受け、これにかわるものとして条例の制定を提案させていただいたものでございます

が、議会からのご指摘もいただく中、「まちづくり総合計画」策定ビジョン懇話会にお

いて、次期総合計画の策定方針並びに全体構成等について検討いただいてまいりました。 

  その検討結果といたしまして、６月１０日付で提出いただいた宇治田原町第５次まち

づくり総合計画の策定方針等に関する提言書の提言内容を踏まえ、慎重に協議しました

ところ、さらに検討を加え、見きわめる必要があるとの判断に至りましたことから、今

回、議案の撤回をさせていただきたいと存じます。 
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  よろしくお取り計らいいただきますようお願いを申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（田中 修） お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第８号撤回

請求を許可することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、議案第８号撤回請求を許可すること

に決しました。 

────────────────────────────────────────── 

◎宇治田原町農業委員会委員の推薦について 

○議長（田中 修） 日程第３、宇治田原町農業委員会委員の推薦についてを議題といた

します。 

  今回、宇治田原町農業委員任期満了に伴い、選任による委員の推薦が必要となりまし

た。農業委員会等に関する法律第１２条第２号及び宇治田原町農業委員会の選任による

委員の議会推薦委員に関する定数条例に基づき、３人の方を推薦することになっており

ます。 

  お諮りいたします。推薦の方法につきましては、指名推選にいたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、推薦の方法は、指名推選とすること

に決しました。 

  お諮りいたします。指名の方法については、議長において指名することにいたしたい

と思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しま

した。 

  それでは、名簿を事務局より配付いたします。 

  配付が終わりましたので、農業委員会等に関する法律第１２条第２号及び宇治田原町

農業委員会の選任による委員の議会推薦委員に関する定数条例に基づき、議会推薦の農

業委員に、京都府綴喜郡宇治田原町大字奥山田小字宮垣内１２７番地の１、小山忠成氏、

京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字段橋６７番地、山中茂治氏、京都府綴喜郡宇治田

原町大字南小字岡之薮１３番地、西川栄 氏、以上の３名を指名いたします。 
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  お諮りいたします。ただいま指名いたしました３名の方を農業委員会委員に推薦する

ことについて、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、農業委員会委員に、小山忠成氏、山

中茂治氏、西川栄 氏の３名を議会推薦農業委員とすることに決しました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３４号～議案第３６号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（田中 修） 日程第４から日程第６、議案第３４号から議案第３６号の３議案を

一括議題といたします。 

  ３議案につきましては、６月６日の会議で総務産業常任委員会に付託を行っておりま

すことから、総務産業常任委員会委員長の報告を求めます。総務産業常任委員会委員長、

上林昌三君。 

○総務産業常任委員会委員長（上林昌三） 皆さん、おはようございます。 

  それでは、総務産業常任委員会に付託されました３議案について、順次、委員長報告

を申し上げます。 

  初めに、議案第３４号、宇治田原町税条例等の一部を改正する条例を制定するについ

ては、審査の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  主な質疑といたしましては、町民に対しての影響はどの程度かとの質疑があり、まず、

法人町民税の法人税割についての影響額は、平成２６年１０月１日以降が対象となるこ

とから、平成２６年度分について影響はないが、２７年度マイナス１，２００万円、

２８年度マイナス１，６００万円を見込んでいる。また、軽自動車税の税率の引き上げ

については、２７年４月１日施行とされることから、２７年度約１５０万円、２８年度

約２２０万円の影響額を見込んでいる。軽自動車税の１３年を経過する重課については、

市町村は車両の初度登録年月日、すなわち初年度登録年月日を把握しておらず、影響額

については、現時点では把握できないが、軽自動車検査協会よりデータの提供を受け課

税することとしている。固定資産税の課税標準の特例率を定める規定については、平成

２６年度の課税においては、対象となる償却資産の課税対象はなかったとの答弁があり

ました。 

  次に、議案第３５号、宇治田原町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条

例の一部を改正する条例を制定するについては、審査の結果、全会一致で原案のとおり

可決すべきものと決しました。 
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  主な質疑といたしましては、消防団員の処遇改善としていろいろと改定されてきてい

るが、関連して消防団員の装備品等においては、今後どのように考えていくのかとの質

疑があり、現在、国においても調査中である。積極的に国に申請していくこととしてお

り、町としても安心・安全が基本であると考えている。今後においては議会へ提案も含

めて検討しているところであるとの答弁がありました。 

  次に、議案第３６号、指定管理者の指定について（宇治田原町奥山田ふれあい交流

館）も、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  主な質疑といたしましては、指定管理者に委託するに当たり、施設の整備は完了して

いるのかとの質疑があり、平成２５年度事業として整備できている。管理経費は基本的

に委託費の範囲での対応を考えているが、今後問題が発生する場合には、運営状況を見

る中で地元と協議していきたいとの答弁があったところです。 

  以上で、委員長報告を終わらせていただきます。 

○議長（田中 修） ただいま報告のありました３議案について、一括して委員長報告に

対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 質疑なしと認めます。 

  日程第４、議案第３４号、宇治田原町税条例等の一部を改正する条例を制定するにつ

いて討論を行います。ございませんか。安本君。 

○４番（安本 修） ただいま議題となっております議案第３４号、宇治田原町税条例等

の一部を改正する条例を制定するについて、反対の立場から討論を行います。 

  反対理由の第１は、法人住民税の法人税割の税率を引き下げ、これを地方法人税とし

て国税化し、地方交付税財源に充てるというものであり、その分、本町にとっては減収

になります。幾分かは交付税として還元されると言われておりますけれども、どうなる

かは未定で、全額が還元される裏づけはありません。 

  地方財政危機打開や自治体間の格差是正は、既存の交付税財源の法定率引き上げ等、

政府の責任において財源保障し、調整すべきものであります。 

  第２は、原動機付自転車と二輪及び四輪の軽自動車等について、その税金を値上げし

ようとするもので、宇治田原町のように鉄軌道のない町にとって車は生活必需品であり、

特に軽自動車は、高齢者や低所得者、零細自営業者や農家の方々の生活や営業を支える

ものとなっており、増税は庶民の生活に大きな影響を及ぼします。 

  町長は、政府の法改正に従うだけで何の批判的な視点も持たず、増税のしわ寄せを住
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民に押しつけ、また本町の財政をもますます危うくしかねない提案をみずからされてお

ります。法律には従わなければなりませんが、その評価や分析、見解等を明らかにし、

政府に対してもっと声を上げるべきであると考えます。 

  以上の理由から反対といたします。 

○議長（田中 修） ほかに討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） これで討論を終わります。 

  これより、議案第３４号を採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手多数。よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 

  日程第５、議案第３５号、宇治田原町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す

る条例の一部を改正する条例を制定するについて討論を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３５号を採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手全員。よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 

  日程第６、議案第３６号、指定管理者の指定について（宇治田原町奥山田ふれあい交

流館）について討論を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３６号を採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手全員。よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 

────────────────────────────────────────── 
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◎議案第３２号及び議案第３３号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（田中 修） 日程第７及び日程第８、議案第３２号及び議案第３３号の２議案を

一括議題といたします。 

  ２議案につきましても、６月６日の会議で文教厚生常任委員会に付託を行っておりま

すことから、文教厚生常任委員会委員長の報告を求めます。文教厚生常任委員会委員長、

稲石義一君。 

○文教厚生常任委員会委員長（稲石義一） それでは、文教厚生常任委員会に付託されま

した２議案について、順次、委員長報告を申し上げます。 

  初めに、議案第３２号、宇治田原町いじめ再調査委員会設置条例を制定するについて

は、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  主な質疑といたしましては、学校と教育委員会、町長部局が入って適切な処理を行う

こととなるが、うまくシステムが機能するのか。それぞれの立場からの見解を伺いたい

との質疑があり、教育委員会としては、日常から各学校において、いじめはいつでも、

どこでも起こり得るという緊張感を持ち、いじめを早期に発見し、早期に対応すること

が大事と考えている。学校現場でどのようないじめが行われているのかを迅速に報告し

てもらう中、それを受け、教育委員会として、生命につながる重大なものかどうか、し

っかりと判断したい。また、いじめに対する危機感を教職員に持ってもらい、適切な対

応ができるよう、教育委員会として現場の指導に努めたい。決して隠蔽することのない

ように心して取り組んでいきたい。組織ができたので、これに沿って対応していきたい

との答弁があり、また、町当局としては、教育委員会からの報告を常に受ける中、重大

事態が発生し、調査の必要が生じた場合をはじめ、保護者からの求めにより再調査を行

っていく。また、再調査の結果を踏まえ、町長がみずからの責任において重大事態に対

処することとしているとの答弁があったところです。 

  次に、議案第３３号、宇治田原町教育委員会いじめ調査委員会設置条例を制定するに

ついても、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  主な質疑といたしましては、現時点で３０日以上休んでいる不登校児童・生徒は何人

いるのか。また、不登校の原因はいじめでないのかとの質疑があり、４月以降において

不登校は４名いる状況であるが、原因はいじめではないとの答弁があったところです。 

  以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（田中 修） ただいま報告のありました２議案について、一括して委員長報告に

対する質疑を行います。ございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 質疑なしと認めます。 

  日程第７、議案第３２号、宇治田原町いじめ再調査委員会設置条例を制定するについ

て討論を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３２号を採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手全員。よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 

  日程第８、議案第３３号、宇治田原町教育委員会いじめ調査委員会設置条例を制定す

るについて討論を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３３号を採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手全員。よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３１号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（田中 修） 日程第９、議案第３１号を議題といたします。 

  議案第３１号につきましても、６月６日の会議で補正予算特別委員会に付託を行って

おりますことから、補正予算特別委員会委員長の報告を求めます。補正予算特別委員会

委員長、内田文夫君。 

○補正予算特別委員会委員長（内田文夫） それでは、補正予算特別委員会に付託をされ

ました議案につきまして、委員長報告を申し上げます。 

  議案第３１号、平成２６年度宇治田原町一般会計補正予算（第２号）は、審査の結果、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  主な質疑といたしましては、観光振興計画策定事業について、単年度から２カ年事業
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に変更し、債務負担行為に置きかえており、本計画は本町にとって初めての策定となる

が、現在、一定の目標を掲げているのかとの質疑があり、今後において、観光客数等の

実態調査を行う中で目標を策定していきたいとの答弁がありました。 

  また、策定に当たり町長の意気込みについて質疑があり、初めての計画であるが、組

織的に室を設置したところであり、本町の強みを生かす中で、あらゆる年齢層の方々に

来町を願えるような観光地を目指したいとの答弁があったところであります。 

  通級指導教室運営事業については、従前から発達障がいなどを持つ児童も対象であっ

たのかとの質疑に対し、これまでは言語障がいに係る通級教室であったとの答弁があり

ました。 

  また、今年度の想定人数についての質疑があり、現段階では保護者の意向もあり確定

をしていないが、学校より対象児童は１０名程度と報告を受けているとの答弁がありま

した。 

  現在、学校に設置している特別支援加配との関係及び教室への保護者の送迎について

質疑があり、学級担任、特別支援加配等との連携を十分図る中で通級指導教室の運営を

行っていきたい。また、通級の送迎については、従来どおり保護者の送迎を基本的に考

えているとの答弁があったところであります。 

  以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（田中 修） ただいま報告のありました議案第３１号について、委員長報告に対

する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 質疑なしと認めます。 

  日程第９、議案第３１号、平成２６年度宇治田原町一般会計補正予算（第２号）の討

論を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第３１号を採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手全員。よって、本案は原案どおり可決することに決しました。 

────────────────────────────────────────── 
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◎閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（田中 修） 日程第１０、閉会中の継続調査の申し出についてを議題といたしま

す。 

  各委員長より、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しました申出書のとお

り閉会中の継続調査の申し出があります。本件は、各委員長から申し出のとおり閉会中

の継続調査に付することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、本案は各委員長から申し出のとおり

閉会中の継続調査に付することに決しました。 

  お諮りいたします。以上で今期定例会に付議されました事件は全て議了いたしました。

よって、本日をもって閉会いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、これをもって平成２６年第２回定例

会を閉会いたします。 

閉  会   午前１０時３７分 

○議長（田中 修） ここで、町長より発言を求められておりますので、これを許します。

町長。 

○町長（西谷信夫） ６月定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

  去る６月６日に開会されました平成２６年第２回定例会も、本日をもちまして閉会と

なりましたが、議員各位におかれましては、公私ともお忙しい中、本会議や委員会にご

出席をいただきまして大変ありがとうございました。 

  おかげをもちまして、今定例会に上程させていただきました平成２６年度一般会計補

正予算（第２号）をはじめとする全ての議案につきまして、原案どおりご可決いただき

まして、まことにありがとうございました。また、今回、常任委員会及び特別委員会で

大変お世話になりました正副委員長様には厚くお礼を申し上げます。 

  ご可決いただきました予算や条例につきましては、今後、適正な実施に努めてまいり

ますとともに、今期中に受けました一般質問や各常任委員会などで賜りましたご意見、

ご要望などにつきましては、十分検討させていただきまして、そういった中で今後の町

政の進展に生かしてまいりたいと考えておるところでございます。 

  ことしは、平年より３日早い梅雨入りとなりましたものの、雨量が非常に尐ない状況

が続いておりますが、昨年もこの時期には１００ミリを超える豪雨が発生したところで
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あります。 

  昨年８月には、全１１地区におきまして自主防災組織の発足が完了し、自分たちの地

域は自分たちで守る考え方に立って、各地域において防災訓練が実施されておるところ

であり、行政といたしましても住民の皆様が安心して安全に生活が送れるよう、災害防

止対策の強化を図るなど、梅雨期の防災・防御に危機感を持って備えてまいらなければ

ならないと考えておるところでございます。また、議員の皆様、住民の皆様のご協力を

得ながら、引き続き、災害時における対応が円滑に行えるよう、対策に取り組んでまい

りたいと考えておりますので、今後ともご指導賜りますようによろしくお願いを申し上

げます。 

  これからも天候不順な日が続き、また、日に日に夏の暑さに向かってまいりますが、

議員各位におかれましては、どうか健康には十分ご留意いただきまして、宇治田原町政

の進展のために、ますますご活躍をいただきますようお願いを申し上げまして、閉会に

当たりましての御挨拶とさせていただきます。大変ご苦労さまでございました。ありが

とうございます。 

○議長（田中 修） それでは皆さん、ご苦労さまでございました。 
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